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3. 日本産広腰韮 日の卯 岩田久二雄 (六川n科大学)31.9.22. 空班

細川忠曹先生のせ稀妃念号にこの小品を贈るこt:ができろのを光栄とする. 軌前, 私が狩猟埠の習

性の比較研究の論文を榊 岬 い たr:･いた折より, 先生がかえって紳元気でLi.られろのは: 日本の昆

虫学界にとって鹿賀にr:えな.Vi. ′

現在私は主力を脹効目の卵A!の比較耶別学的研兜にそそいでいるが, とりあつかった種の数は千位

を越した:本文はその副産物ともいうべきものであるが,主産物が今なお研兜の速にあるので.,ま

たこの柾の山版物にわけろ紙附の関係で, かえって適当だと考えた. これは約文としての内容をも

っていないが,記録としては盃要な楢伯をもっているものと倍ずる.

本和菖は, ナギナタハバチ科を除いた10料67崩

133和の朕初口広腰東口の,成鶏卵の記職である.臥

は昭和22年以来,日本の脱地口全般にわたって,卵n!
の比較解剖学的研光を行っているが,広腰亜日に関す

る記録の中,学名の判明したものだけを,今回処理し

て ｢むし｣に発袈する予定であるが.卵に関する記城

だけをここに報lBする.広腰正Elは,唯一科ヤド.)キ

パチだけ.%除けば,すべて幼虫時代を植物栄養で生活

しており,その卵を枯物体の袋田又はその組械円に超
下するので,本印の記録は応FT]昆虫学的に若干の志味

をもつものと思 う･但し材料の卵はすべて,付和'l後卵

以内又は輸卵bB円に保有された成熱卵を水中で祝mTlL

たものであって,柄物体内で発見される酪下卵とは多

少の和迩があるであろう.卵の観矧ま研別旧f4:矧 こ行

っているか',それらの桐作差は上記別和告で取扱うの

で,本報告では,ただその一朗附 こついての成熟卵の

形と大きさを記録し,参考のためにその胴体にわける

探Tf成熱卵教のみを附記した.そのFJ!由は,卵の款は

大きさとは逆比の開拓を示し,ほぼ同じ体の大きさを

した間柄柾のFld]でも,非常にらがっているからである.

なお本文では材料の産地 採班日,■碍災者を附記しな

かったが,これも上記の別報で詳軌 こ記したからであ

ち.この研死において,fI韮な材料をもっとも数多く

捉眺された典谷統一氏に特に深謝したい.学名同定にL

おわずらわせした竹内吉硯博士と奥谷的-氏,また材

料を捉鵬された永田旧 ･谷口セツ･野原啓良 ･藤田悦

久･桃井m也諾搾凪 こ搾謝印し上げる.

卵雛成熟卵の形態記録

広順唖rlの卵.rliは,一般に羽化屯後においてすでに

l代粗■911を作付していて,羽化'山陵に全然城鵜卵を持た

T3いという例は極めて柿である.キバチ刑の多くや,

他杓のもので7.1古山叉はり壬;伽 山に柁する一門千位では,羽

化-hl紐にすでに約ど企<邪の卵鮒胞がfJ宅熱状態にあり,

それらの産卵は極めて知JW｢LnJに終了するものと=iS･えら

れるこしかし-脚 こは卵以内の小矧 ま成熟卵以州 こ,

只なった発育段階にある米鵜卵細胞を多くもっていて,

相当長跡 こか こって紹卵するも甲と95･えられる･それ
らについては別細で評抑こ速べる.

Tl'd者の場合においては,卵n!小田の光苅rrJ部までが成
I

熟卵で占められているが,後者の場合にわいては,成

熟卵は小田の退部か左右柏卵田の醜さ制こ位田している.

いずれの場合においても,卵の頭ql'dtとFi端との区別は

窄易に判定しうる.卵の門脱両面の判断はつかない.

与れで図示した卵では,それが増曲している場合には.

凹面を図の左柵にするように描いた.図示した卵はす

べてその政g;r'Jを上に向けて位置させた.図はすべてグ

.)ノー双旧顕微鏡でアツベ描画装置で描かれた.拡大

率はすべて同じにして印刷ゐ時の縮小も同じにしたの

は.比較を目的としたからである.表中の卵の測定は,

描両と同じ拡大率でミクロメーターの目盛の旧をその

まま示したが,比較のためにはそれで用が足りるであ

ろう.実際の値に換算しようとするならば,その位の

1-0.018mm として計罪すればよい. 卵の測光仙 ま,

頭端から脚 は での長さ号砲大仰であって,T3lulした

卵刀場合でも流刑から脱苅T'JまでのitI緑的Liさで刈って

あるので,班長は少し良い口になるであろう.例烈t

して余りにも由 ､脱苅は たは那 7日の炎心をもったヤド

.)キバチ (No.133)とクビナガキパチ (No.1)め

吻合には,火氏をnTJ)'i:した.

卵の也は一般には乳白色または淡遜色であるが,時

に緑色ないし青緑色,位色のものがあり,極めて珍し

い例として鮮柴紅色のもの (No.59)がある.それ

らの色彩は次の略号で表現した. m-乳白,y-罫,

py三三淡式,dy-一没黄,yg-黄緑,pyg-淡式緑hPg

-淡緑,eg-青緑,peg;三淡青緑,°eg-洪青緑;0-

位,po-淡路,do-正昭 ,vr-柴紅, 各種の学名は

T(2)巾にあげてあるだけであるが,番号は末と図とで

-致させてある.
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ーFigl･ EggsoftheJapanesesymphyta(134specI･es). `

14Allthe figuresaredrawn in -ateralaspect･directingtheircephalicpoleupyards･in

l
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similarmagnification.Thespecificnumber-isinaccordwith thatoftheTable1.
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Tablel･ Si芋eandqnumberofmatureeggsir10VaryOESymphyta.

SiZ;eOfeggs No. Colora-
spcciEic､-me ･(Length :Width)Eggs tion*

1･莞Z霊23Ldsn-a 188:23

2.!.iebgl4r_iola 99:16

監 禁 ,rs""'s
jaL･o～icus
TrcmeE
LZJ)Lkalis

5.Xen'Sspeclru桝

65:ll

100;15

125 m

Sizeofeggs No. Colora-
Specificname (Length:Width).Eggs tion*

34･詑 cohnnqloguster 64:24

260 m 35･f･lnreoanEaBylogasler 60:20

407 m

122 m

90:10 413 . m

6･nC,fKP,I:Pu…nnis 50:15

7.HarLl'giaagilis . 90:21

8･:霊 flS,rista 90;25

9･,IaaIJounSicus 75‥20

40 m

50 m

16 m

9 m

1d･kf'odXoPnheiitsu,ss 100:30 6 ､-py

11･監 禁 IZ霊 is I 84;28

･2･i:aczTu空ilius 86:34

13･,Lln%noplililT 84‥30

14.L'?,1,pGl･7litZiauiis 80:30

19

10

2

2

py

心

m

py

･5･t鵠 言 44‥14 1 m

16.ATgeCtゆLiva

･7･to75ieuleipennお

18.Argejo〃asi

20･怒 nodosa

21.A聯
111grOVagt'MLa

22･fiTpeonensis
23.～Jl17lCrejecla
24.^qlepagana
25.Am,cstml'lis

26･pSieur:.'3･L''phora

84:36

83:34

.106:44

84;36

72:28

･.68:34

70;28

90;28

82:26

90:36

63:25

胡

55

詔

3

加

-･
2

31

加

7

43

訪

dy

eg

peg

peg
･
中

軸

.
py

py

慧

pyg

27･,Lae351;･mbeE ＼112;46 12 eg

28･,PG;linnだ l'a 96‥36 12 pg

29.Abiairidescens 106:40 12 m

30･,Z,3ar:,cgaulan･s l20‥40 63 yg

31.Z̀lrtleaakebii 92:30 29 pg

321He,7,dflt,rion 54‥14 88 py

33.T/LrilZa.2:
oi･mundae

16

53:21 60 do

36･fTooc7gelogasLer 68:18

37･sPeszljfdOur OnuS 68:24
∫

38･,% T,i.'LiZsonus′ 64:22

39･ 5enmoaEaexnos?sus 49:18

40･藍reobZ;eb,Pceros 50I:30

41･fen,;nufFToennsus l 92‥22

42･,4azeounS･Zesnus 48:18

43･ti:ZTngzTnus･ 52:20

44･Ppohl,fprpuiSa,us ′104:34

45.Dole1･uSL,icinus _84:26

46･慧 Ibe,rout:･cus ､90:30

47･,Dookloe器smensis 68:28

48･fnosdu3,Tosla ､ 64‥20

40 py

23 -do

6 py

I6 py

32 py

27 dy

30 py

25 py

17 po

45 py

pg

pyg

pyg

py

yg

14

16

14

12

47

49･E,?tpy0% aas

50･aCpoeTk.mbでS

51･fCuoj%mnbaas

52.Sz'oblafero∬

53.

54.

Sioblavenusla
ゆ̀icalis
Ar〝litarsus
punctlfemoralus

55･hCyoanliiPaidia･

56･aAlgbliac;nS三tLgama

57･fegblualOoSslig'na

58･f,a,qtahLLnsa

591pLlaa55gin,ays -

60･pPaalC11Sfvreoi芸,t:ss

61.Pacわやrotasis
volalilis

62･禁 farg,Pshya

63･慧 ro?.Pahlfaa

104:48

98:38

･78:38

154:32

144:32

52:24

■60:22

80:30

88:24

95:30

80:30

68:26

90:36

104′:42

961:42

64:Eaxcarl?sPhya 90:40

py

m

.
py

Ⅳ

m

p｡

py

m
′

a

p

.w

py

m

py

pg

Ⅳ

40

17

3

.14

10

45

12

8

10

お

竺

18

5

11

5

2

'
1
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.specificna-C (LcSizgethO:f蒜igdSth)ETTgoi,?iOolnoLa~ spcciEicna･nc (LcSizg?hO:f概 .Sh)㌫ S?iO.1no.ra-

65.MacrophyaensILni

66･fTEGsc,10,gahya

67･叢 話poePnhny芸

68･2Fba£:OePnegsa

69･SahCXOef㌢a

70･HzciS7aPヤa

71･gah,oIFpOeTsLer

72･fPernofoondiea
73.

74.

75.

76.

77.

78.

79.

80.

81.

Tenthredo
analis
Tenthredo
fZavua
Tenlhredo
flovipeclus
Tenthredo
fukai

TenLhredo
japoniba
Tenlhlledo
maEsumurai
TenEhredo
nigroPIcta
TenEhredo
basz'jWnaEa
TenLhredo
empkytzformL-S

68:28 36 peg . 96.

58:26

90:42

66:26

82:34

80:30

100:24

100:40

96:40

110:46

96:40

74:34

102:40

102:40

128:46

104:48

76:32

82･Z;eunsttharedofuZva 98‥38

83.

84.

85.

86.

87.

88.

89.

90.

TenthTledo
glfui
Tenthredo
hiloTis
TenLhTledo
JOR:ana
Tenlhredo
providens
Tenthredo
versuEa
Tealhredo
vz'ridalrL2;
Alhalz'a
jaf,ont'ca
Athalia
kasht'mrlenSZ'S

91.!tftalL'alt'gc,･SillflLrnaElf
ALhalL-arP∫ae
j(ゆ011eJISIS

92.

93･aElrbL'tPpCeas吋 a

59 L peg 97..

NesoLaxon.,LS
flLZVeSCenS
Hemibelessos
nl'griceps

18 m 98･qEuTd;lZ･'zw ulak1

49 Ipeg 99･ PAoTyegloa;Ltigia

2 peg 100/gAeTaenE;tsEigia

ll peg lollfLIcIE7gTnetILuS

/42 pyg lO2･i,･ligoncLaheu,suleus

4 py

22 py

10 .py

33 m

4 m

15 pg

6 py

13 eg

27 py

10 py

21 m

100:40 18 'peg

114:40 16 peg

111:32 1 m

92:38 19 ･py
1

96:40- ､ ,14･ py

110:46 10 deg

50:22 1 py

46:20 ー1 py

48:20 5 py

60:20 1 ､py

94･sII1,rbL'LO;Jan70PLOaPsL'S 63:24 13 po

EmPhyEus
,103.0lbicincEus

meT.idionatis

lO4･aElyc;lnyctlu,;s

lO5･famkPaiTLEsucsn"･s

lO6･flSbZ:･elambP,eTLus

lO7･9esiizriaPehyhLS

108･fesieaToP,hyhLS

109.

110.

111.

112.

113.

114.

Takeuchz'eZla
pentagona
TaEOnuS
cTlePerug
TarontLS
fulvicol･nZs
TaJo〃tLS
hlrasanus
Ta.2:OnuS
japonimsp
Ta.2:0nuS
ケアHnOmenSfS

120:24 48 do

71:24､ 32 py

64;23r 20 .py I

44:16 71 m

44:18 7 py

ノ48:18 ､ 40 pg

54:22 45 py

45;22 48 m

48:25 36 py

52:18 8 Ipy

65･:19 20 Lpy

60:24 70 m

60:26 42

68:26 2

72:30 11
＼

84:30 18

74:30 23

70:28 19

106:25 J 6

m

m

m

py

m

py

py

115,aPthey,器ZfZcera 64:28. 3

･16･,Pahpyo% taoceropsis 64:25 53 py

lli･,FunnLco,goo霊,es伽 50:20 42 m

118.MegatomosLethus 54:22 25 m .CraSSECOr71tS

119･jlSzel;･2,Pn70nsOuSsLtLS 48‥18 7 deg

･20･慧 ?sE,Or sLeElhu9 - 24 29 pg

121:慧 l!gOioosT sEelhus I60‥24 25 peg

･22･,TpaidneceZTia(?卜 47:19 239

123.Fenusadohrnz' 24:9

･24･farpooensTcsus 94:20
125.NemaEinusalni .50:16

95･霊aelloe,:;ses 67:22 20 py 126･,謡 na,fB:sus
54:15

y

y

y

7

p

p

p

1

野

2
.
91

1

′ノー ■
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Sizeofeggs No. Colora-
SpeciEicnam eL (Length:Width)Eggs tion半

127.

128.

129.

130.

NelnaEus
γokohamensis
NelTWLus
2nOr/laLus

SLazLrOneratuS.
comPT'essICOrn壬
Cladius
i･ecLlnicornis

131･pro;i禁,･iocampus

･32･PT,rut,C.]iiocamp･us

88:20 92 m
1

86:20 6 py

63:17 ､31 m

62:17 49 ･py
1

61:21 188 m

65:12 ､ 52 py

,Pa;uo;lSlyCSus 760‥20 16 py

瀦m･mlilkywhite,y･yelow,yg-yellowishgreen,

g･green, eg･em?rald green,･′o･orange, vr-
violcsccntredip-pale,d:deep.
∫ 1

L卵の形に関する考察

クl:･ナガヰ1ヾチ科D2位 (N｡S.1,2)とキバチ科

.の3拙 くNos.3-5)の卵の形 は夫々の科としての顕

著な和也を示している.'サド･)キバチ刀卵 (No.133)

はa!に柑殊なものであるが, 卵の実体は (140:20)

の大 きさで,その4倍以上の長い尾鵜突起 (620)を有

している. 仏 封ヒ米モ別こついて Cooperが記載した

のとめどhd形である.

ノ ＼

＼＼

1

クヰバチ料4柾 (Nos.6･9)の卵は目立った特色

をもたない.t=ラタハパチ科58珪(Nos.19-･14)は

明悦な八･凪 .L:i.･もっている.いずれも円筒型である.

ミフシハバチ料12idi-(Nos･15-26)の卵は,一般

特血mに向かって細まった腎型を里している.コンポ

ウハパテ料2)5丑E(Nos.27-31)Iの卵はやはり腎坦

であるが,一触 こWl立脚こ向かって反対に太まった形で

ある.マッハパチ科はただ1種 (No.32)しかみてい

ないが,収仙こ向かって太まった三日月型である.I

ハパチ料は多くのiIEPr:,こ分かれていろ･Slhmdrii7W

ではあるものはql鵬がとがっている (Nos.34-36,

38140)が,他のものでは戯鵬が特色をもってとがっ

ている (Nos･41143). 並科としての共通の形をも

っていない･ Dolerin'aeの2属 (Nos.44-48) は

一般に長型の腎形である.Te7uhrediniJaeは 11属を

ふ くんでい るが,非常に細長い 腸詰型 をしたもの

(Nos･52,53) を除けば,一般に短い腎型を呈する

もの (Nos･49-51,60-88)が多く,腹鞘より鋭柏

の方が鈍である..属としての特色を見ない.Allan-

fi〝αβも13属をふくむが, -属円で短腎型に統一さ

れているもの くNos.89丁92) もあるが,一般には同

じruiのなかでも著 しい不統Lの ものが多く,例 えば

TaEonusの4超 (No5'.110･113)は豆酌,･m で急に

18

琴曲した腎型であって,1疎 (No･114)は長い似詰

型である.また Emphylusの一方 (Nos.103,104)

は短腎型で一万･(No.106)は頭端に向かって納まっ

た長腎型である.他の属でも同様に屑内での不統一が

み'られる (Nos･93,94,106-108)･なおこの血科で

は,頭鵜に向かって潤まった長い腸詰型の卵が別々の

3屈 (Nos.95-97)でみられるが,各1偶1位しかみ ･

ていないので,それが屈の特徴かどうかは,今のとこ

ろ不明である.Blennocampinaeの7崩 (Nos.115

-122)では特色は全くわからない.HeterartFm'nae

(No･123)̀でも同様･Nematinaelの6同一(Nos･124

-132)はすべて一様に細長い腸詰型とい う点で 兆通

性をもっているが,同属の柾の間では明らかな相迎を

示している..すべて頭鰍 こ向かって細くなっている.

卵の大きさと卵数に関する考察

広腰亜目の卵は,細腰亜目の場合の如 く,母蜂の体､
の大 きさが同じなのに,卵の大きさに著しい閃きがあ

るというような現象は,一殆んどみられない.それはど

いるからであろう.いま前記の表のうちから,大出卵

のものをえらんでみると,卵長が 1bo以上で卵帖が40

以上のものは,16校あるが,いずれも母蜂の体長 12､

mm以上のも.のである.卵艮100以上卵帽30以上のも

のは4種あって,いずれも母蜂は体長10mm以上であ

る.卵長100以上卵幅 20以上のものは5紐で母蜂は

9粍以上である~.小型卵のものをえらんでみると,那
長50以下で卵帽20以下のものは9位あるがいずれも

母蜂2)体長は8mm以下である.それで大体体の大き

い種は大きい卵を小さい柾は小さい卵を超むとい う当 ＼

然の結果になる.

しかし体が大 きいのに比較的小型卵を産むものもあ

って,科の特色としてそれを見るのは,クビナガキバ

チ科とキパテ科である.前者は体長12-17mmであり,

後者は更に大きくて20-30Inmである上に,叩 ますべ
て細長いか長い甥をもっている.これらは広腰並口全

体としての代表的な小型卵である.これと反対のIR毅

はヤドリキバチ科であって,代表的の大型卵であって,

この両極端は卵数の点で逆になっていることからもAl
像しうる.

同じ屈の休の大きさの等しい雨粒年間で,卵の大き

さ即ち卵数の間に大 きい開きの見出されることもある.-

例えば Macrop砂aの2位 (Nos.64,66)は体技9

mmであるが,前柾は卵が大きく卵数は少く,保LLJ卵

数の東商例は 18であるが,一後柾は小卵で侭IJJ数の拍

高例は71,最低例43であった.それが生活様式の上

でどんな意味き もっているのか,現在の所不Eylである･



防 虫 科 学 m22 巻-∫

卵の色彩について

広腰鵡Elの卵の色については.式に示したように12

泡りを区別した.この色の区別はあまりLIK密に附'/Eで

きない.同Ii矧 こおいても,桐肘 こよって,乳白色の

ときもあり.極めてうすい次式色のと･さもあったりす

るが.上記の衣は各闘体の解剖記録にとどめられてあ

った色彩を染めたものである.上記の表から各色彩毎

に処理してみると次のような結果になる.虫も多い色

は乳白色q)36位と挟茄色の55柾とであって,色とし

て分布の広いのは乳白色で広腰正目の8科において認

められるが,淡茄色は5科で認められるにすぎない.

淡符緑色がそれらに次いで10班2科で見られ, 淡紺

色が7孤 2科で,氾Trp他 が6柾 3料で,淡1'Ei緑色が4

税2科で,淡位色が4柾 1科で,Tf緑色が3柾3科で,

樺色が3番丑1科で,茄緑色が2柾2料で,孤-Tf緑色が

2斑1刑でそれぞれ.認められる.爪紅色はただ1種で

見られた柿な色彩である.･-Cれでまず広は皿日の卵の

普皿の也は孔白ないしtW'ltだということになる.

ltG8um占

Thccomparativeanatomyohhcovaryofthe

flymcnopterahagbccnaSubjectofmystudyfor

thesetenyears. Duringthecourse,Iobserved

thematureeggs王novnryofmanyspecies,Which

havebeenalmostundcscribedsofarltsIknow.

TIlepresentpapergivestiledataontheshape

andcolorof134speciesoftheJ.lPaneSeSymphyta

aswellasthesizeofegginEtSing一eexample,aS

shownintheFigureELndTable.Thecomparative

discussiononthesedatawillbereportedinthe

Separatepaper.

On tlle ColorClmngcoftheTJ.ihlr血ted Solut王on■ofLzlrVZLe OftllC CommonlIけu8C

AIosquito,CtLleEPipt'ensvar.pallensCo句.HiromichiM T̂SlJrtAlt̂ (LAbomtoryofAgricultural

Chemica一s,F'lCultyofAgriculture,.GifuUniversity,Gifu)Rcceivcd Oct･ll, 1956･BoEyzL･

Kagaku22,･19-23,1957,(&ithEnglishresume,23).

4･ アカイエカ幼虫の磨砕液の色変につし､て* .松原弘道 t(岐阜大学 n学部 艮薬化学研死Ar)

31.10.11受理 .

-謹 ん で 患 川 忠 書 博 士 の せ 稀 を 祝 う写し 奉 る.

アカイエカ幼虫の磨砕紋を空先に曝すと, 放初紺色に, のち,T.色に琴ずるのを見出し,その色変槻

桐及び色末について研究した.色安には主として tyrosine･tyrosinasc 系がLu与している串と,分

離した色累が melaninである郡から,色変横柄について 2,3の考粥を与えた.

一般に昆虫の休校を空気中に放田すれば,酸化酵累

の作田によりnTP.色乃至只褐色に変ずるものであるが,

著者3) は殺虫剤に於ける共力作FT]既川の研死中,アカ

イエカの幼虫の磨砕枚を空J試糾 C.放出する時は,斑初

紺色に,のち.T.色に変化するのを観察し7こ._著者はこ

の色変機関を明らかにし,更に木色弟;の本体を光明す

る目的で,包変に及ぼす郁々の酵素阻詔剤,遊質,pH

及びJTi鈴平 tyrosin;S,e の彫響北びに色素の分離及び

理化学的性状に関して実験を行い, 2,3の知見を得

が国では,稲印℡)による赤赤柾家蚕体牧の亦変につい

ての研兜があるが.紺色に変ずるものについての研光

は妬lられていない.

突放材料及び方法

tlt拭毘山 :火駒に仙川 した アかlエカ CuleE

J･t'pL'ellSV'lr.♪ J̀llctZSCoq.の幼山は,践卵後12時

*米印JLq･の概執 まm和31咋Jt1710口H木瓜学大会応用
桝勿'-tj七会 ･rl木応用LL山学会合†̀~d分科会 (ガ揃 )に
て訊班.

聞以内の卵塊を採iJiL,水相中で卿化せしめ,薬用酵

母を餌として飼育したものである.

アカイエカ幼虫の磨砕淡の調製法 :郷化後7-12日

目のアカイ土カの3齢幼虫を採り.I-Cの立体mと等JTt

の兼河水と少虫7)珪砂を加え,乳鉢巾でよくLfJR紳した

のち,生休式の2倍虫D水を加えガーゼ4mで紺過し.

沼硬を遠心分離 (r.p.m.LIOOO)し上和訳を粥料と

した.

宍験結果及び考摂

A･也変に及ぼす.7指先件の七位坪
色変に及ぼす各班酢;那u'Lr剤のLtZ惣: アカイエカ

の幼虫の磨砕攻 (以後麿砕牧と称す)を空気中に放田

する時は,頂らに空気との接触面から紺色とな t),数

10分後には男色に変じ,文麿砕波を加熱すれば全く色

変を見ないLgiから,この色変には顧化酵素が関与して

いる下軸 ''想像されるので,先づ色変に及ぼす各和の聯

累mfL!剤の影響を検 した.

胎砕牧 5cc に 1ccの KCN (6M/250),Na-
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